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高大接続入試  ワークショップ参加型奨学生

出願期間・試験日・合格発表日

出願期間 ※消印有効 試験日 合格発表 手続き締切日‌
※納入金はP.35を参照してください。

９月17日（火）〜10月2日（水） 10月12日（土） 11月1日（金） 11月11日（月）

ワークショップ日時
学科 日時 エントリー期間

健康栄養学科 8月  3日（土） 10：30～13：30
（昼食・休憩含む） 7月1日（月）～ 7月31日（水）

フードビジネス学科 ８月24日（土） 14：00～16：00 7月1日（月）～ 8月24日（土）
※オープンキャンパスと同日開催　ワークショップ当日受付可

情報メディア学科 ８月25日（日） 13：00～16：00 7月1日（月）～ ８月19日（月）

※�ワークショップのテーマ・内容、エントリーについては本学ホームページ（入試情報）よりご確認ください。�
https://www.nagoya-bunri.ac.jp/admission/workshop/

試験会場
本 学

試験時間（面接）
13：00〜 

入学検定料
35,000円

出願資格 �
下記のワークショップに参加した者で本学のアドミッションポリシーを理解し、次のいずれかの条件を満たす者。
1. 高等学校を2年以内（2023年3月以降）に卒業した者、および2025年3月卒業見込みの者。
2. 通常の課程による12年の学校教育を修了した者、および2025年3月修了見込みの者。
3. �学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者、および2025年3月31日までにこれに該当

する見込みの者。

⚫ワークショップに参加し、そこでの「成果」や「意欲」・「積極性」等と、「面接」を併せて総合的
に評価する入試です。

【奨学金】	・1年次前期授業料に入学金相当額（200,000円）を奨学金として付与します。‌
	 ・ 奨学生採択率76％　奨学生合格者／受験者（2024年入試実績）

		  ・ 選考の結果、奨学金を付与しない合格を出す場合もあります。
 ・ 専願制の入試です。合格者は本学に入学することを条件としています。
 ・ AO入試（前期）に同時出願できます。

入試のポイントPOINT

試験内容・配点

健康栄養学科 �

合計

100点

面　接

・�人物評価 
および志望動
機（志望理由
書）評価

・�アドミッション
ポリシーに基
づく質問

30点

ワーク
ショップ

・�ワークショップ
レポ ートに関
する質問

30点

口頭試問

「食・栄養」に 
関する質問

20点

学習成績の
状況

全体の学習成績
の状況×2を 
点数化

10点

活動評価

P4 の活動評価
基準表を参照の
こと

10点

フードビジネス学科 �

合計

100点

面　接

・�人物評価 
および志望動
機（志望理由
書）評価

・�アドミッション
ポリシーに基
づく質問

30点

ワーク
ショップ

・�ワークショップ
に関する質問

・�ワ ー クショッ
プ課題（作品）
に対して評価

30点

口頭試問

「食・ビジネス」
に関する質問

20点

学習成績の
状況

全体の学習成績
の状況×2を 
点数化

10点

活動評価

P4 の活動評価
基準表を参照の
こと

10点

情報メディア学科 �

合計

100点

面　接

・�人物評価 
および志望動
機（志望理由
書）評価

・�アドミッション
ポリシーに基
づく質問

30点

ワーク
ショップ

ワークショップ
取り組み姿勢

【ワークショップ
当日の取り組み
姿勢を評価】

30点

口頭試問

「情報・メディア」
に関する質問

20点

学習成績の
状況

全体の学習成績
の状況×2を 
点数化

10点

活動評価

P4 の活動評価
基準表を参照の
こと

10点

出願書類 ➡P25参照

入学志願票 調査書 ワークショップ
修了証の写し 志望理由書 活動評価表

※�健康栄養学科の志願者は
ワークショップレポートの
写しも提出してください。

※�AO入試（前期）を同時出願する場合、�
共通する出願書類の提出は１通のみです。

将来、管理栄養士として、医療機関や福祉施設、給食施設などで活躍したいと考えている受験生を対象としています。栄養面を考慮してお弁当を詰める形式の
ワークショップでの意欲や成果と面接を併せて総合的に評価します。

将来、食品製造業・食品流通業・外食産業といった食品業界で、商品開発、宣伝企画、デザイン、ブランディングなどに携わってみたいという受験生を対象とし
ています。おいしさ（味覚）やデザインを学ぶワークショップへの参加からは受験生の意欲を、面接試験では新しいアイデアを提案する力を評価します。 

将来、アプリ開発や映像制作など、情報メディア分野の仕事に就きたいと考えている受験生を対象としています。現代社会のさまざまなテーマに対して、アイデ
アを出し合ったり、メディア作品に仕上げたりするワークショップでの意欲や成果と面接を併せて総合的に評価します。
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